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1. 研究の背景 

これまでの研究において，「形や色などを工夫しながら，自信をもって自分の思いを表現する子ども」という子

ども像を設定し，そのような子どもを育てるために，自分の思いを豊かに表現する図画工作科授業の創造を研究主

題として，研究に取り組んできた。具体的には，学び合いを通して，イメージをつくりだす場を意図的に導入した

り，表現と鑑賞が連続・発展的に行われるよう，造形遊びの視点から授業改善を行ったりしてきた。しかし，鑑賞

活動への意欲が十分とは言えず，表現活動に重きが置かれ，鑑賞活動の価値を子どもが十分に感じられないまま授

業が行われていた。そこで，表現と鑑賞が一体的に補い合い高まっていく活動となるようにさらなる授業改善が必

要であると考える。 

2. 研究の方向 

上記のような背景を踏まえ，本研究では，表現と鑑賞が一体化した学習内容の設定や指導方法の改善を行う。具

体的には，活動の原動力となる「活動のテーマ」に視点を置き，鑑賞活動に必要感をもてる魅力的な活動のテーマ

の設定について学習内容の改善を図る。また，「思いやイメージ」と「形や色」などの造形要素に視点を置き，形

や色などの多様な造形要素を見いださせ，思いやイメージとつなげる指導方法の改善を図る。そして，形や色など

を工夫しながら，自信をもって自分の思いを表現する子どもの姿を具現化することを目指すこととした。 

3.1. 鑑賞活動に必要感をもてる魅力的な「活動のテーマ」の設定の基本的な考え方 

 図画工作科において，表現と鑑賞は本来一体的に補い合い高まっていく活動である。表現から鑑賞へ，あるいは

鑑賞から表現へという単線的な方向ではなく，表現→鑑賞→表現，鑑賞→表現→鑑賞など様々な方向性が考えられ

る。例えば，思いやイメージを作品に表現する中で，自分自身の作品を鑑賞しながら思いやイメージと照らし合わ

せて表現したり，友達の作品や参考作品を鑑賞して見いだした造形要素を基にさらに表現したりするなど，表現と

鑑賞を繰り返しながら，造形的な創造活動に取り組むといった姿である。 

そこで，子ども自らが表現と鑑賞を行き来し，造形的な創造活動に取り組めるようにするために，子どもが「も

っとよりよくつくるために，友達などのいろいろな作品を見てみよう」といった思いをもてるようにする必要があ

る。そのために，造形的な創造活動の原動力となる「活動のテーマ」や「テーマを設定するまでの導入場面」を，

主体的に鑑賞したくなったり，友達と協力して造形活動に取り組みたくなったりする魅力的なものにする必要があ

ると考える。そのようなテーマを設定することで，切実な学びを促し，鑑賞活動に必要感をもたせることができる。 
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その際，子どもが活動のテーマに魅力を感じることができるように，「競争性，協同性，推理性，感動性，統一

性」などを観点に，活動のテーマを具体化することが大切であると考える。 

そして，鑑賞活動に必要感をもって取り組み始めた子どもは，鑑賞活動に主体的に取り組むとともに，友達と学

び合いながら自分の思いやイメージに合わせて試行錯誤し，さらに豊かな思いやイメージをつくり続けていくこと

が期待される。 

3.2. 鑑賞活動に必要感をもてる魅力的な「活動のテーマ」の設定の具体例 

 ５学年「思いをこめてハートをキャッチ」（ポスターに表現する題材）における，鑑賞活動に必要感をもてる魅

力的な活動のテーマの設定の一例を示す。（図１） 

4.1. 形や色などの多様な造形要素を見いださせ，思いやイメージとつなげる指導方法の基本的な考え方 

図画工作科では，「形や色」や「イメージ」は，表現及び鑑賞の活動の中で発想や構想，創造的な技能，鑑賞な

どの能力を働かせる際の具体的な手掛かりとなる。この「形や色」などの造形要素をとらえたり，「イメージ」を

もったりすることは，相互に関連し高め合う関係にあるとともに，子どもが思考する際の基盤となり指導に具体化

する観点となる。 

そこで，鑑賞活動に必要感をもてる魅力的な「活動のテーマ」の下，豊かな思いやイメージをもって主体的に造

形的な創造活動に取り組ませるために，自己の経験や感性を通してもった直感の思いやイメージと，多様な造形要

素を関係付けて，新たな思いやイメージをつくりだすことができるようにする必要があると考える。 

そのために，子どもの思考過程（作品や他者から得た情報を，既有の情報と比較・関係付けて，共通点や差異点

から考えを深める）を想定し，形や色などの多様な造形要素を見いださせたり，思いやイメージへとつなげさせた

りするための「教材や教具の提示の工夫」や「発問や価値付けの工夫」などの指導方法を具体化する必要がある。 

このことにより，子どもが思いやイメージと形や色といった造形要素とを関係付けて，新たな思いやイメージを

もったり，造形要素を基に工夫したりするような，豊かな造形的な創造活動が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

①課題把握・②課題分析 ③観点の具体化 ④実際 

【実践の課題や子どもの実態】 
表現したい思いが高まらないまま，

表現している。 
【分析】 

何を誰に伝えるのかが明確でないた

め，表現や鑑賞の目的が曖昧になり，

造形活動に意欲的に取り組むことがで

きていない。 

□ 統一性 
本校では，外国語科の時間に留学生と

の交流活動があり，「鹿児島県のよさを

伝える」といった目的や伝える対象を共

有できる。そして，「外国の方に伝わり

やすい工夫がされているか」などの観点

で友達と鑑賞活動ができる。 
 

（変更前） 
「伝えたいことがはっきりと分かるポスターをつ

くろう。」 
（変更後）  
「留学生に鹿児島県のよさがよく伝わるポスター

をつくろう。」 

□ よく伝わるための工夫するポイントを

見出す鑑賞活動を設定。 

テーマ設定後，よく伝わるための工夫するポイントを見出
す鑑賞活動を行い，「伝えたいことと周り」「文字の配置と配
色」「台紙の形」「材料の工夫」といった工夫するポイントが
見出された。そして，工夫するポイントを，自分の思いやイ
メージと関係付けて，新たな思いやイメージをもつ姿が見ら
れた。 

【図１ 鑑賞活動に必要感をもてる魅力的な活動のテーマの設定の具体化】 
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4.2. 形や色などの多様な造形要素を見いださせ，思いやイメージとつなげる指導方法の具体例 

第５学年「つくって楽しむ ザ・絵巻物」（「鳥獣人物戯画」の作品を鑑賞する題材）における，「発問」の一例

を示す。（図２） 

5.1. 授業実践 

 第3学年「動物とわたしのぼうけん」の立体の学習を基に，授業実践を行った。本題材は，自分と動物が一緒に

冒険している様子を楽しく思い浮かべながら，粘土に表現する題材である。 

5.2. 実践の立場 

 これまでの実践における子どもの実態として，大まかな動きの表現に満足し，思いやイメージに合わせた細かい

動きや表情,模様等の細部を工夫して表現する姿があまり見られなかった。そこで，鑑賞活動に必要感をもてる魅力

的な「活動のテーマ」を設定し，鑑賞活動を通して動きや細部などの造形要素を見いだし，自分の思いやイメージ

と関係付ける発問や，鑑賞を表現に生かしたことに対する価値付けなどを行うことで，上記の課題を解決し，豊か

な表現が生み出されるのではないかと考える。 

5.3. 題材の目標 

 大好きな動物と一緒に冒険をしている様子を楽しく想像し，友達と話し合ったり，よさを見つけたりしながら「動

き」「組合せ」「細部」を観点に自分や動物を工夫し，進んで表現することができる。 

5.4. テーマ設定と指導方法の工夫について 

 図３のように，テーマ設定のプロセスの基，具体化した。 

 

 

 

【図２ 形や色などの多様な造形要素を見出させ，思いやイメージとつなげる指導方法の具体化】 
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また，図４のように，教具や，発問，板書の工夫を具体化した。 

以上のことから，「２つの作品を比べて，思いやイメージが伝わる表現のこつを探ろう」というテーマの下，参

考作品や友達の作品を鑑賞したり，鑑賞したことを表現に生かしたりする活動において，「動き」や「細部」とい

った工夫するポイントを見いだし，自分の思いやイメージに合わせて表現方法を考えさせる指導方法を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ テーマ設定のプロセス】 

【図４ 指導方法の工夫】
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5.5. 本時の実際 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５ 授業実践】 
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5.6. 結果と考察 

 参考作品を鑑賞し，造形要素を見いだす活動を設定したり，思いやイメージと「動き」や「細部」といった造形

要素を関係付ける指導方法を工夫したりすることで，子どもたちは鑑賞活動のよさを実感し，進んで鑑賞活動を行

い，自分の思いやイメージに合わせて「動き」や「細部」を工夫し続ける姿が見られた。 

6.1. 研究の成果 

 鑑賞活動に必要感をもてる魅力的な「活動のテーマ」の設定 

・ 「活動のテーマ」を子どもの実態に合わせた魅力的なテーマにしたことにより，子どもが意欲的に造形的な創

造活動を行う学習指導ができ，つくりだす喜びを味わいながら表現したり鑑賞したりする姿が見られた。 

・ 「活動のテーマ」を具体化する観点が明確になったことにより，鑑賞活動の目的を明確にした学習指導ができ，

主体的に鑑賞活動に取り組む姿が見られた。  

形や色などの多様な造形要素を見いださせ，思いやイメージとつなげる指導方法 

・ 「思いやイメージ」と「形や色」を基盤にした指導方法の基本的な考え方や具体化の過程を明らかにしたこと

により，思いやイメージと多様な造形要素を基に，子どもが思考する過程を明確にした学習指導ができ，教材・

教具や発問等の指導方法が子どもの思考に沿ったものとなった。 

・ 指導方法を具体化する際に，子どもの思考の過程を想定したことにより，子どもの思考の過程を価値付けたり

可視化して整理したりする学習指導ができ，子どもが鑑賞したことの価値を実感する姿が見られた。 

・ 思いやイメージと形や色をつなげる指導方法を明らかにしたことにより，他の題材においても，「思いやイメ

ージ」と「形や色」を基盤にした学習指導ができ，様々な題材で思いやイメージと造形要素を関係付けながら思

考する姿が見られた。 

6.2. 研究の課題 

 鑑賞活動に必要感をもてる魅力的な「活動のテーマ」の設定や形や色などの多様な造形要素を見いださせ，思い

やイメージとつなげる指導方法の基本的考え方を明らかにすることができた。その際，主体的に鑑賞活動に取り組

む姿が見られたり，多様な造形要素を見いだす姿が見られたりした。 

そこで，発達の段階や領域等を視点に学習内容や指導方法を工夫することで，個に応じた学習指導ができ，より豊

かに表現する子どもの育成を目指せると考える。 

付記 

 本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校平成25～28年度研究紀要で発表した研究内容等に基づき，図画工作

科教育において研究をさらに発展させ，その研究成果をまとめたものである。 
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